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ISO14001・・・環境マネジメントシステムの確立を、
グループ・グローバルに推進しています。

1971年 公害防止組織を設置

1974年 7月 都条例に適合する廃液除害施設を設置

1987年 5月 環境アセスメントへの取り組み開始

1989年 10月 フロン委員会を発足

1991年 4月 地球環境保全推進室を新設

1991年 8月 「地球環境を守ろう」キャンペーンはじまる

1992年 8月 小峰工場にて環境影響評価実施　

1993年 2月 環境担当役員決定

1993年 7月 環境ボランタリープランを制定
1994年 12月 洗浄用特定フロン、トリクロロエタン全廃完了

1995年 6月 「環境調和型企業を目指す」

●取締役会が「ISO14001認証取得」を決定

●環境ボランタリープランをISO14001のプランに吸収

1996年 3月 環境社規（横河電機環境基本規程）制定

      　　 5月 各サイト地球環境委員会発足

本社工場、甲府事業所、小峰工場、各サイト毎

ISO14001認証取得活動開始

1997年 4月 環境PR社内報「グリーンタイムズ」創刊
      　　 7月 甲府事業所ISO14001認証取得

1998年 2月 本社工場、小峰工場ISO14001認証取得

5月 蘇州横河ISO14001認証取得

一歩、一歩、着実に歩み続ける、YOKOGAWAの環境保全活動。
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広く国内外のグループ各社で、

ISO14001認証取得へのチャレンジがはじまっています。

環境保全は、単に一企業の、ひいては日本だけの課題では

ありません。企業益、国益でなく、いまこそ地球益を考える時

がきています。それだけに横河電機は、本社をヘッドクオー

ターとして、国内外の関連会社が一体となったグループ・グ

ローバルでのISO14001認証取得に挑戦しています。すでに

本社工場、甲府事業所、小峰工場がISO14001認証取得を

完了。この認証は、サイト内の関連会社を含め、生産設備は

もとより、廃棄物センターや食堂、各種記録・リストの点検に及

ぶ厳しい審査をクリアした結果でした。さらに日本国内各社

をはじめ中国、オランダ、アメリカ、シンガポール、インドなどの

関連各社においても、2000年までにISO14001認証取得完了

をめざしていきます。その第一号としてすでに蘇州横河が

’98年5月に認証取得しました。地球にやさしい製品が、地球

にやさしいYOKOGAWAの各工場で生み出されていくの

も、まもなくです。

企業として、メーカーとして。

ISO14001認証取得は、これから、地球へのマナーです。

法的規制という受動的な動機からではなく、企業として、メー

カーとして、これからは環境を自主的に管理していかなけれ

ばならない・・・。そのために横河電機では、1995年、環境マ

ネジメントシステムの国際規格である「ISO14001」認証取得

プランを決定。1993年に制定した「環境ボランタリープラン」

をこのプランに統合し、グループ・グローバルに環境マネジメ

ントシステムの構築を進めています。環境保全に対する計画

(PLAN)をまとめ、これらを達成するために実行（DO）し、その

結果をチェック(CHECK)し、是正処置をとる（ACTION）・・・。

こうした継続的な改善努力により、私たち横河電機は環境調

和型企業へと邁進していきます。


